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OH、一重項酸素 1O2 を見い出し、ESR を利用するこれらの簡便な検出方法を確立した。一方、光毒性が強いとされ






い安全性を有しており、次世代のフルオロキノロン薬として期待されている。STFX は８位が Cl で置換されており、
マウスを用いた研究等から、その光毒性は８位が F の LFLX や SPFX よりも弱いことが示されている。８位が F で
置換されたフルオロキノロン薬の光毒性については種々の報告がなされているが、８位が Cl のものの光照射下での
挙動に関する報告は皆無である。また、このものの光毒性がなぜ８位に F を有するフルオロキノロン薬よりも低いの




















性化し、大量に SO が産生、放出されること、も知られている。以上のように、抗酸化剤と SO との反応性、SO 消
去能を明らかにすることは抗酸化剤の特性を理解する上で重要な知見となりうる。 
 抗酸化剤と SO との反応性、SO 消去能の測定法はシトクロム法、NBT 法、エピネフリン法および亜硝酸法などが
よく利用されている。今回、エブセレン、プロブコールの抗酸化作用解明に ESR スピントラッピング法等を適用し、
評価することを試みた。ESR スピントラッピング法は SO 消去活性測定法としてよく利用されている。しかし、ESR






















での抗酸化剤と SO との反応を調べた。SO は、フルオロキノロン系合成抗菌薬の光分解過程において、本研究で用
いた ESR 法によっては直接観測はされなかったが、種々医薬品の光毒性の原因と考えられ、また、･OH、1O2 の前
駆物質と成り得ることから、種々の抗酸化剤と SO との反応に関する知見は有用であると考え、SO との反応性を ESR


















中心ラジカル CCR、ヒドロキシラジカル ･OH、一重項酸素 1O2 を生成することを見出し、光毒性の実験動物を用
いない簡便な評価法として利用し得る測定法を確立した。 
 また、フルオロキノロン薬の一つであるシタフロキサシン（sitafloxacin：STFX）に着目し、光分解物の構造、光
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ーパーオキシドアニオンラジカル（以下 SO と略）に注目し、ESR スピントラッピング法等を用いて、評価した。そ
の結果、エブセレン、プロブコールともに非水溶媒中、SO の消去作用を有すること、これら抗酸化剤と SO との反
応過程においてフリーラジカルが形成されることを ESR により実証し、エブセレン、プロブコールはラジカル捕捉
型抗酸化作用を有することを示した。さらに、電気化学的手法（サイクリック・ボルタムメトリ（CV）法）を用いて
SO の再酸化波のピーク電流値を測定することにより、簡便に SO 消去活性を評価できることを見出した。 
 以上の成果は、博士（薬学）の学位論文として十分価値のあるものと認められる。 
